
今後の運用体制

観測網の組織図

これまでの観測網（陸域のみ）
・日本全国の地震活動を観測
・一部地域の火山活動を観測

○海陸域観測網の維持管理維持管理とデータの蓄積・配信
○S-netは東京大学にてデータおよびシステムの冗長化（S-net東京バックアップサイト）
○最適な伝送方法を地方自治体・インフラ事業者と検討中（DONETでは伝送実施中）

観測網の運用の体制

観測網整備・維持・管理の一部を
公益財団法人や民間会社等へ
アウトソーシングして効率化

陸域・海底の観測網
・日本全国の地震や火山活動の観測に加えて、海域観測網による太
平洋側の地震活動および津波伝播を観測

今後
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地震津波観測網の整備
（平成28年度末完成予定）

陸上局 観測データ処理・システム総合管理

文部科学省

研究開発局地震・防災研究課
データ・システムの冗長化

観測施設維持管理
(平成27年度末データ取得開始)

地震・津波計

S-net東京バック
アップサイト

観測装置維持管理 観測データ流通管理

IP-VPN網
リアルタイム
データ通信
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URL：http://www.bosai.go.jp

○震源情報やメカニズムなど必要な情報にアクセス
できるホームページを構築し、情報公開を実現
○連続データもユーザーが必要なところを切り出して
ダウンロードする方法を実装済み
○英語版ページも構築しており、海外の利用者に対
しても同様のデータを提供

インターネットを用いた地震に関する情報の提供
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長期的な運用体制
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2000点以上の陸上観測点
K-NET, KiK-net
F-net, Hi-net, V-net

DONET

日本の海陸観測網を一括管理する
中核機関としての防災科学技術研究所
海陸ネットワークの受信システム統合
地震・津波モニタリング表示機能の統合
データ利活用促進に向けた体制強化
大容量のデータ配信に伴う効率化・コスト最適化

S-net

運用費について
・地球観測システム研究開発費補助金より平成28年度は約5.3億円を予算措置
・内訳はデータ流通費用、陸上局舎の運用費等（※）
・平成29年度以降も、同補助金により、DONETも含めた海域観測網の一元的な運用を行うために必
要な経費を確保していく予定

※なお、センサーや陸上局の多重化による冗長化を通して、30年程度の連続観測を可能とするシステ
ムを構築している。


